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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　マルチクラスタ送信のための相互変調歪み積のスペクトル位置を判断することと、
　対応するスペクトル領域に前記スペクトル位置をマッピングすることと、
　前記マルチクラスタ送信の最大電力低減値を前記対応するスペクトル領域に少なくとも
部分的に基づいて、前記マルチクラスタ送信が均衡な数のリソースブロックを含むかどう
かを所定のリソースブロック比閾値に少なくとも部分的に基づいて判断することであって
、前記最大電力低減値はさらに、
　　前記マルチクラスタ送信が前記均衡な数のリソースブロックを含む場合における、領
域インデックスの第１のマッピング、または、
　　前記マルチクラスタ送信が不均衡な数のリソースブロックを含む場合における、領域
インデックスの第２のマッピング
　から判断される、判断することと、
　指定されたサービス品質（ＱｏＳ）および送信電力制限を維持するために前記判断され
た最大電力低減値をユーザ機器でのアップリンク送信に適用することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記マッピングすることはさらに、各相互変調歪み積の少なくとも１つのギャップおよ
び帯域幅の前記スペクトル位置をマッピングすることを備える、請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記スペクトル位置の境界を判断することをさらに備え、前記マッピングすることは、
前記スペクトル位置の前記境界に少なくとも部分的に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記マッピングすることはさらに、周波数およびリソースブロックをマッピングするこ
とを備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記マルチクラスタ送信のために、３次相互変調歪み積または５次相互変調歪み積のう
ちの少なくとも１つに対応する前記スペクトル領域の組み合わせを判断することと、
　前記組み合わせに基づいて、前記最大電力低減値を判断することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記マルチクラスタ送信に関連付けられたリソースブロックの数に少なくとも部分的に
基づいて、前記スペクトル領域を定義することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　マルチクラスタ送信のための相互変調歪み積のスペクトル位置を判断することと、
　対応するスペクトル領域に前記スペクトル位置をマッピングすることと、
　前記マルチクラスタ送信の最大電力低減値を前記対応するスペクトル領域に少なくとも
部分的に基づいて、前記マルチクラスタ送信が均衡な数のリソースブロックを含むかどう
かを所定のリソースブロック比閾値に少なくとも部分的に基づいて判断することであって
、前記最大電力低減値はさらに、
　　前記マルチクラスタ送信が前記均衡な数のリソースブロックを含む場合における、領
域インデックスの第１のマッピング、または、
　　前記マルチクラスタ送信が不均衡な数のリソースブロックを含む場合における、領域
インデックスの第２のマッピング
　から判断される、判断することと、
　指定されたサービス品質（ＱｏＳ）および送信電力制限を維持するために前記判断され
た最大電力低減値をユーザ機器でのアップリンク送信に適用することと
　を行うように構成される、装置。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、各相互変調歪み積の少なくとも１つのギャ
ップおよび帯域幅の前記スペクトル位置をマッピングするように構成される、請求項７に
記載の装置。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、
　前記スペクトル位置の境界を判断し、
　前記スペクトル位置の前記境界に少なくとも部分的に基づいて、前記対応するスペクト
ル領域に前記スペクトル位置をマッピングする
　ように構成される、請求項７に記載の装置。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、周波数およびリソースブロックをマッピン
グするように構成される、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、
　前記マルチクラスタ送信のために、３次相互変調歪み積または５次相互変調歪み積のう
ちの少なくとも１つに対応する前記スペクトル領域の組み合わせを判断し、
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　前記組み合わせに基づいて、前記最大電力低減値を判断する
　ように構成される、請求項７に記載の装置。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記マルチクラスタ送信に関連付けられたリソー
スブロックの数に少なくとも部分的に基づいて、前記スペクトル領域を定義する、請求項
７に記載の装置。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のために動作可能な装置であって、
　マルチクラスタ送信のための相互変調歪み積のスペクトル位置を判断するための手段と
、
　対応するスペクトル領域に前記スペクトル位置をマッピングするための手段と、
　前記マルチクラスタ送信の最大電力低減値を前記対応するスペクトル領域に少なくとも
部分的に基づいて、前記マルチクラスタ送信が均衡な数のリソースブロックを含むかどう
かを所定のリソースブロック比閾値に少なくとも部分的に基づいて判断するための手段で
あって、前記最大電力低減値はさらに、
　　前記マルチクラスタ送信が前記均衡な数のリソースブロックを含む場合における、領
域インデックスの第１のマッピング、または、
　　前記マルチクラスタ送信が不均衡な数のリソースブロックを含む場合における、領域
インデックスの第２のマッピング
　から判断される、判断するための手段と、
　指定されたサービス品質（ＱｏＳ）および送信電力制限を維持するために前記判断され
た最大電力低減値をユーザ機器でのアップリンク送信に適用するための手段と
　を備える、装置。
【請求項１４】
　前記スペクトル位置の境界を判断するための手段と、
　前記スペクトル位置の前記境界に少なくとも部分的に基づいて、前記対応するスペクト
ル領域に前記スペクトル位置をマッピングするための手段と
　をさらに備える、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記マルチクラスタ送信のために、３次相互変調歪み積または５次相互変調歪み積のう
ちの少なくとも１つに対応する前記スペクトル領域の組み合わせを判断するための手段と
、
　前記組み合わせに基づいて、前記最大電力低減値を判断するための手段と
　をさらに備える、請求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　ワイヤレス通信のためにプロセッサによって実行可能なコンピュータプログラムであっ
て、
　マルチクラスタ送信のための相互変調歪み積のスペクトル位置を判断するためのプログ
ラムコードと、
　対応するスペクトル領域に前記スペクトル位置をマッピングするためのプログラムコー
ドと、
　前記マルチクラスタ送信の最大電力低減値を前記対応するスペクトル領域に少なくとも
部分的に基づいて、前記マルチクラスタ送信が均衡な数のリソースブロックを含むかどう
かを所定のリソースブロック比閾値に少なくとも部分的に基づいて判断するためのプログ
ラムコードであって、前記最大電力低減値はさらに、
　　前記マルチクラスタ送信が前記均衡な数のリソースブロックを含む場合における、領
域インデックスの第１のマッピング、または、
　　前記マルチクラスタ送信が不均衡な数のリソースブロックを含む場合における、領域
インデックスの第２のマッピング
　から判断される、判断するためのプログラムコードと、
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　指定されたサービス品質（ＱｏＳ）および送信電力制限を維持するために前記判断され
た最大電力低減値をユーザ機器でのアップリンク送信に適用するためのプログラムコード
と
　を備える、コンピュータプログラム。
【請求項１７】
　前記スペクトル位置の境界を判断するためのプログラムコードと、
　前記スペクトル位置の前記境界に少なくとも部分的に基づいて、前記対応するスペクト
ル領域に前記スペクトル位置をマッピングするためのプログラムコードと
　をさらに備える、請求項１６に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１８】
　前記マルチクラスタ送信のために、３次相互変調歪み積または５次相互変調歪み積のう
ちの少なくとも１つに対応する前記スペクトル領域の組み合わせを判断するためのプログ
ラムコードと
　前記組み合わせに基づいて、前記最大電力低減値を判断するためのプログラムコードと
　をさらに備える、請求項１６に記載のコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]　本願は、２０１２年１０月２日に出願された、「DETERMINING MAXIMUM POWER 
REDUCTION (MPR) FOR MULTI-CLUSTER WIRELESS TRANSMISSIONS」と題された米国仮特許出
願第６１／７０８，９９５号の利益を、米国特許法第１１９条（ｅ）の下に主張し、その
開示は、参照によりその全体が本明細書に明示的に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]　本開示の態様は、一般に、ワイヤレス通信システムに関し、より具体的には、
ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）システムのようなワイヤレスシステムにおける
電力制限に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、電話通信、ビデオ、データ、メッセージング、お
よびブロードキャストのような様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されて
いる。通常のワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（例えば、帯域幅
、送信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることができる
多元接続技術を用いることができる。そのような多元接続技術の例は、符号分割多元接続
（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（Ｆ
ＤＭＡ）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア
周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（
ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　[0004]　これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスに、都市レベル、国レベ
ル、地域レベルだけでなく、世界的なレベルでの通信を可能にさせる、共通のプロトコル
を提供するために、様々な電気通信規格に採用されている。台頭してきた電気通信規格の
例は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）である。ＬＴＥは、第３世代パートナー
シッププロジェクト（３ＧＰＰ）によって公表されたユニバーサルモバイル電気通信シス
テム（ＵＭＴＳ）のモバイル規格を向上させたもののセットである。それは、スペクトル
効率を改善すること、コストを下げること、サービスを向上させること、新たなスペクト
ルを利用すること、および、ダウンリンク（ＤＬ）にＯＦＤＭＡを、アップリンク（ＵＬ
）にＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用して、より
適切に他のオープン規格に組み込むことによって、モバイルブロードバンドインターネッ
トアクセスをより快適にサポートするように設計されている。しかしながら、モバイルブ
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ロードバンドアクセスを求める需要が増加し続けるにつれて、ＬＴＥ技術にはさらなる改
善を求める必要性が存在する。望ましくは、これらの改良は、これらの技術を用いる電気
通信規格および他の多元接続技術に適用可能であるべきである。
【０００５】
　[0005]　これは、下記の詳細な説明がより良く理解されうるように、本開示の特徴およ
び技術的利点を、どちらかといえば幅広く概説している。本開示の追加の特徴および利点
が下記に説明される。この開示が、本開示の同じ目的を実行するための他の構造を改良ま
たは設計するための基礎として容易に利用されうることは、当業者によって理解されるべ
きである。そのような等価の構造が、添付された請求項に示される本開示の教示から逸脱
しないこともまた、当業者によって理解されるべきである。本開示の構成および動作の方
法の両方について、本開示の特性であると考えられる新規な特徴は、さらなる目的および
利点とともに、添付の図面と関連して考慮される際に、下記の説明からより良く理解され
るだろう。しかしながら、図面の各々は、例示および説明の目的のためだけに提供されて
おり、本開示の限定の定義として意図されてはいないということが明確に理解されるべき
である。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006］　本開示の１つの態様では、ワイヤレス通信の方法が提示される。方法は、マ
ルチクラスタ送信のための相互変調歪み積（intermodulation distortion products）の
スペクトル位置を判断することを含む。方法はまた、対応するスペクトル領域にスペクト
ル位置をマッピングすることを含む。方法はさらに、対応するスペクトル領域に基づいて
、マルチクラスタ送信の最大電力低減値を判断することを含む。
【０００７】
　[0007]　本開示の別の態様は、マルチクラスタ送信のための相互変調歪み積のスペクト
ル位置を判断するための手段を含む装置に向けられる。装置はまた、対応するスペクトル
領域にスペクトル位置をマッピングするための手段を含む。装置はさらに、対応するスペ
クトル領域に基づいて、マルチクラスタ送信の最大電力低減値を判断するための手段を含
む。
【０００８】
　[0008]　本開示のさらに別の態様では、非一時的コンピュータ読取可能な媒体を有する
ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品が
開示される。コンピュータ読取可能な媒体は、プロセッサによって実行される場合、マル
チクラスタ送信のための相互変調歪み積のスペクトル位置を判断する動作をプロセッサに
行わせる、記憶された非一時的なプログラムコードを有する。プログラムコードはまた、
対応するスペクトル領域にスペクトル位置をマッピングすることをプロセッサに行わせる
。プログラムコードはさらに、対応するスペクトル領域に基づいて、マルチクラスタ送信
の最大電力低減値を判断することをプロセッサに行わせる。
【０００９】
　[0009]　本開示の別の態様は、メモリおよびメモリに結合された少なくとも１つのプロ
セッサを有するワイヤレス通信装置に向けられる。プロセッサは、マルチクラスタ送信の
ための相互変調歪み積のスペクトル位置を判断するように構成される。プロセッサはまた
、対応するスペクトル領域にスペクトル位置をマッピングするように構成される。プロセ
ッサはさらに、対応するスペクトル領域に基づいて、マルチクラスタ送信の最大電力低減
値を判断するように構成される。
【００１０】
　[0010]　本開示のさらなる特徴および利点が下記に説明される。この開示が、本開示と
同じ目的を実行するための他の構造を改良または設計するための基礎として容易に利用さ
れうることは、当業者によって理解されるべきである。また、そのような等価の構造が、
添付された請求項に示される本開示の教示から逸脱しないことも、当業者によって理解さ
れるべきである。本開示の構成および動作の方法の両方について、本開示の特徴であると



(6) JP 6081601 B2 2017.2.15

10

20

30

40

50

考えられる新規な特徴は、さらなる目的および利点とともに、添付の図面と関連して考慮
されるとき、下記の説明からより良く理解されるだろう。しかしながら、図面の各々が例
示および説明の目的のためだけに提供されており、本開示の限定の定義として意図されて
いないということは明確に理解されるべきである。
【００１１】
　[0011]　本開示の特徴、性質、および利点は、同様の参照文字が全体を通して相応して
識別する図面を考慮した場合、下記に示される詳細な説明から、より明らかになるだろう
。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】[0012]　図１は、ネットワークアーキテクチャの例を示す図である。
【図２】[0013]　図２は、アクセスネットワークの例を示す図である。
【図３】[0014]　図３は、ＬＴＥにおけるダウンリンクフレーム構造の例を示す図である
。
【図４】[0015]　図４は、ＬＴＥにおけるアップリンクフレーム構造の例を示す図である
。
【図５】[0016]　図５は、ユーザおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテク
チャの例を示す図である。
【図６】[0017]　図６は、アクセスネットワークにおける発展型ノードＢおよびユーザ機
器の例を示す図である。
【図７】[0018]　図７は、マルチクラスタ送信スペクトルおよびその相互変調歪み積を示
す図である。
【図８】[0019]　図８は、マルチクラスタ送信スペクトルおよびその関連付けられた相互
変調歪み積の境界を示す図である。
【図９】[0020]　図９は、本開示の態様に従った、相互変調歪み積の周波数オフセットに
基づいた領域インデックスのマッピングを示す図である。
【図１０】[0021]　図１０は、本開示の態様に従った、最大電力低減値に相互変調歪み積
の領域インデックスの組み合わせをマッピングしている表である。
【図１１】[0022]　図１１は、不均衡な（unbalanced）マルチクラスタ送信を示す図であ
る。
【図１２】[0023]　図１２は、本開示の態様に従った、均衡な（balanced）および不均衡
なリソースブロック（ＲＢ）の総数に依存するＭＲＰを定義する方法を示すフロー図であ
る。
【図１３】[0024]　図１３は、本開示の態様に従ったワイヤレスシステムにおける電力制
御のための方法を示すフロー図である。
【図１４】図１４は、本開示の態様に従ったワイヤレスシステムにおける電力制御のため
の方法を示すフロー図である。
【図１５】[0025]　図１５は、本開示の態様に従った、電力制御システムを用いる装置の
ためのハードウェア実装の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　[0026]　添付の図面に関連して下記に示される詳細な説明は、様々な構成の説明として
意図されたものであり、本明細書において説明される概念が実現されうる唯一の構成を表
すことを意図したものではない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を提供する目的
で、具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの概念がこれらの具体的な詳細なしで実
施されうるということは、当業者にとっては明らかであろう。いくつかの事例では、周知
の構造およびコンポーネントが、このような概念をあいまいにするのを避けるために、ブ
ロック図形式で示される。
【００１４】
　[0027]　電気通信システムの態様が、様々な装置および方法を参照して提示される。こ



(7) JP 6081601 B2 2017.2.15

10

20

30

40

50

れらの装置および方法は、下記の詳細な説明において記述され、添付の図面において、様
々なブロック、モジュール、コンポーネント、回路、ステップ、処理、アルゴリズムなど
（集合的に「エレメント」と呼ばれる）により例示される。これらのエレメントは、電子
ハードウェア、コンピュータソフトウェア、またはそれらのいずれかの組み合わせを使用
して実装されうる。このようなエレメントがハードウェアとして実装されるかソフトウェ
アとして実装されるかは、システム全体に課された設計の制約および特定のアプリケーシ
ョンに依存する。
【００１５】
　[0028]　例として、エレメント、またはエレメントの任意の一部分、またはエレメント
の任意の組み合わせは、１つまたは複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実
装されうる。プロセッサの例は、本開示を通して記述される様々な機能を行うように構成
された、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ
）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス
（ＰＬＤ）、ステートマシン、ゲート論理、離散ハードウェア回路、および他の適切なハ
ードウェアを含む。処理システムにおける１つまたは複数のプロセッサは、ソフトウェア
を実装するしうる。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マ
イクロコード、ハードウェア記述と呼ばれる場合も、またはそれ以外の名称で呼ばれる場
合も、命令、命令のセット、コード、コードセグメント、プログラムコード、プログラム
、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソフトウェアアプリケ
ーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行ファ
イル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味するものと広く解釈されるだろう。
【００１６】
　[0029]　従って、１つまたは複数の実例となる実施形態では、記述された機能は、ハー
ドウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはこれらのいずれかの組み合わせで実装
されうる。ソフトウェアに実装される場合、この機能は、コンピュータ読取可能な媒体上
の１つまたは複数の命令またはコードとして記憶または符号化されうる。コンピュータ読
取可能な媒体は、コンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアク
セスされうるいずれかの入手可能な媒体でありうる。限定ではなく例として、このような
コンピュータ読取可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－Ｒ
ＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶命令、あ
るいは、データ構造または命令の形式で所望のプログラムコードを搬送または記憶するた
めに使用され、かつコンピュータによってアクセスされうる任意の他の媒体を備えうる。
本明細書で使用されるようなディスクは、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディス
ク（登録商標）、光ディスク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商
標）ディスク、およびｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスクを含み、ここで、ディスク（
disk）は通常、データを磁気的に再生する一方で、ディスク（disc）はデータをレーザで
光学的に再生する。上記の組み合わせもまた、コンピュータ読取可能な媒体の範囲内に含
まれるべきである。
【００１７】
　[0030]　図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネ
ットワークアーキテクチャ１００は、発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet
 System）１００と呼ばれうる。ＥＰＳ １００は、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）
１０２、発展型ＵＭＴＳ地上ラジオアクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）１０４、発
展型パケットコア（ＥＰＣ）１１０、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１２０、オペレータ
のＩＰサービス１２２を含みうる。ＥＰＳは、他のアクセスネットワークと相互接続する
ことができるが、簡潔化のためにそれらのエンティティ／インターフェースは図示されな
い。図示されるように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供するが、当業者が容易に理
解するように、本開示を通して提示される様々な概念は、回路交換サービスを提供するネ
ットワークに拡張されうる。
【００１８】
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　[0031]　Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅノードＢ）１０６および他のｅノード
Ｂ １０８を含む。ｅノードＢ １０６は、ＵＥ １０２に対するユーザおよび制御プレー
ンプロトコルの終了を提供する。ｅノードＢ １０６は、バックホール（すなわち、Ｘ２
インターフェース）を介して、他のｅノードＢ １０８に接続されうる。ｅノードＢ １０
６はまた、基地局、基地トランシーバ局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ
機能、ベーシックサービスセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、または何
らかの他の適切な専門用語で呼ばれうる。ｅノードＢ １０６は、ＵＥ １０２のためのＥ
ＰＣ １１０へのアクセスポイントを提供する。ＵＥ １０２の例は、セルラ電話、スマー
トフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）電話、ラップトップ、携帯情報端末（Ｐ
ＤＡ）、衛星ラジオ、全地球測位システム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、
デジタルオーディオプレイヤ（例えば、ＭＰ３プレイヤ）、カメラ、ゲーム機、またはい
ずれかの他の機能するデバイスを含む。ＵＥ １０２はまた、当業者によって、モバイル
局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、遠隔ユニット
、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、遠隔デバイス、モ
バイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、遠隔端末、ハンドセッ
ト、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、あるいは何らかの他の
適切な用語で呼ばれうる。
【００１９】
　[0032]　ｅノードＢ １０６は、例えばＳ１インターフェースを介して、ＥＰＣ １１０
に接続される。ＥＰＣ １１０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）１１２、他の
ＭＭＥ １１４、サービングゲートウェイ１１６、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ
）ゲートウェイ１１８を含む。ＭＭＥ １１２は、ＵＥ １０２とＥＰＣ １１０との間の
シグナリングを処理する制御ノードである。一般に、ＭＭＥ １１２は、ベアラおよび接
続管理を提供する。全てのユーザＩＰパケットは、それ自体がＰＤＮゲートウェイ１１８
に接続されたサービングゲートウェイ１１６を通って転送される。ＰＤＮゲートウェイ１
１８は、ＵＥ ＩＰアドレス割り当てと同様に他の機能を提供する。ＰＤＮゲートウェイ
１１８は、オペレータのＩＰサービス１２２に接続される。オペレータのＩＰサービス１
２２は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）
、およびＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ）を含みうる。
【００２０】
　[0033]　図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２
００の例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００が、多数のセルラ領
域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅノードＢ ２
０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラ領域２１０を有しうる。よ
り低い電力クラスのｅノードＢ ２０８は、遠隔無線ヘッド（ＲＲＨ：remote radio head
）、フェムトセル（例えば、ホームｅノードＢ（ＨｅＮｏｄｅＢ））、ピコセル、または
マイクロセルでありうる。マクロｅノードＢ ２０４は、それぞれ、各セル２０２に割り
当てられ、セル２０２内の全てのＵＥ ２０６のためのＥＰＣ １１０へのアクセスポイン
トを提供するように構成される。アクセスネットワーク２００のこの例には集中コントロ
ーラが存在しないが、代替の構成では、集中コントローラが使用されうる。ｅノードＢ 
２０４は、無線ベアラ制御、アドミッション制御、モビリティ制御、スケジューリング、
セキュリティ、およびサービングゲートウェイ１１６への接続性を含む、無線に関連付け
られた全ての機能を担当する。
【００２１】
　[0034]　アクセスネットワーク２００によって用いられる変調および多元接続スキーム
は、展開されている特定の電気通信規格に依存して異なりうる。ＬＴＥアプリケーション
では、周波数分割多重（ＦＤＤ）および時分割多重（ＴＤＤ）の両方をサポートするため
に、ＯＦＤＭがダウンリンクに使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがアップリンクに使用される。
下記に続く詳細な説明から当業者が容易に認識するように、本明細書で提示される様々な
概念は、ＬＴＥアプリケーションにうまく適合される。しかしながら、これらの概念は、
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他の変調及び多元接続技法を用いる他の電気通信規格に容易に拡張されうる。例として、
これらの概念は、エボリューションデータオプティマイズド（ＥＶ－ＤＯ）またはウルト
ラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）に拡張されうる。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤ
ＭＡ ２０００ファミリ規格の一部分として、第３世代パートナーシッププロジェクト２
（３ＧＰＰ２）によって公表されたインターフェース規格であり、モバイル局にブロード
バンドインターネットアクセスを提供するためにＣＤＭＡを用いる。これらの概念はまた
、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））、およびＴＤ－ＳＣＤＭＡのようなＣＤ
ＭＡの他の変形例を用いるユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、ＴＤＭＡを用い
る移動体通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））、ＯＦＤＭＡを用いる
、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥ
ＥＥ ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（
登録商標））、ＩＥＥＥ ８０２．２０、およびフラッシュＯＦＤＭに拡張されうる。Ｕ
ＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、およびＧＳＭは、３ＧＰＰの組織からの文書
において説明されている。ＣＤＭＡ ２０００およびＵＭＢは、３ＧＰＰ２の組織からの
文書において説明されている。用いられる実際のワイヤレス通信規格および多元接続技術
は、システムに課された全体的な設計の制約および特定のアプリケーションに依存するだ
ろう。
【００２２】
　[0035]　ｅノードＢ ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有しう
る。ＭＩＭＯ技術の使用は、ｅノードＢ ２０４が、空間多重、ビームフォーミング、お
よび送信ダイバーシティをサポートするために空間領域を利用することを可能にする。空
間多重化は、同じ周波数上で同時に異なるデータのストリームを送信するために使用され
うる。データストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ ２０６に、ま
たは全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ ２０６に送信されうる。これ
は、それぞれのデータストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅及び位
相のスケーリングを適用すること）、その後ダウンリンク上の複数の送信アンテナを通じ
て各空間的にプリコーディングされたストリームを送信することによって達成される。空
間的にプリコーディングされたデータストリームは、異なる空間シグネチャとともに（１
つまたは複数の）ＵＥ ２０６へと到達し、それは、（１つまたは複数の）ＵＥ ２０６の
各々に、そのＵＥ ２０６に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元するこ
とを可能にする。アップリンク上でそれぞれのＵＥ ２０６は、空間的にプリコーディン
グされたデータストリームを送信し、それは、ｅノードＢ ２０４が各空間的にプリコー
ディングされたデータストリームのソースを識別することを可能にする。
【００２３】
　[0036] 空間多重化は、一般に、チャネル状況が良好なときに使用される。チャネル状
況がさほど良好でない場合には、ビームフォーミングは、１つまたは複数の方向に送信エ
ネルギーの焦点を当てるために使用されうる。これは、複数のアンテナによる送信のため
にデータを空間的にプリコーディングすることによって、達成されうる。セルの端で良好
なカバレッジを達成するために、単一のストリームのビームフォーミング送信が送信ダイ
バーシティと組み合わせて使用されうる。
【００２４】
　[0037]　下記の詳細な説明では、アクセスネットワークの様々な態様がダウンリンク上
でＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムを参照して説明されるだろう。ＯＦＤＭは、
ＯＦＤＭシンボル内の多数のサブキャリアにわたってデータを変調する拡散スペクトル技
法である。サブキャリアは、正確な周波数間隔があけられている。間隔を空けることは、
受信機がサブキャリアからデータを復元することを可能にする「直交性」を提供する。時
間領域では、ＯＦＤＭシンボル間干渉（inter-OFDM-symbol interference）を抑制するた
めに、各ＯＦＤＭシンボルにガードインターバル（例えば、サイクリックプリフィクス）
が追加されうる。アップリンクは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）を補償するため
に、ＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号（DFT-spread OFDM signal）の形態でＳＣ－ＦＤＭＡを使用
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しうる。
【００２５】
　[0038]　図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の例を示す図３００である。フレー
ム（１０ミリ秒）が、１０個の等しいサイズのサブフレームに分割されうる。それぞれの
サブフレームは、２つの連続するタイムスロットを含むことができる。２個のタイムスロ
ットを表すためにリソースグリッドが使用され、各タイムスロットは、リソースブロック
を含む。リソースグリッドは、複数のリソースエレメントに分割されるＬＴＥでは、リソ
ースブロックは、周波数ドメインにおける１２の連続するサブキャリアと、各ＯＦＤＭシ
ンボルにおける通常のサイクリックプリフィクスでは、時間ドメインにおける７つの連続
するＯＦＤＭシンボルとを含み、すなわち、８４のリソースエレメントを含む。拡張され
たサイクリックプリフィクスでは、リソースブロックは、時間ドメインにおいて６つの連
続するＯＦＤＭシンボルを含み、７２のリソースエレメントを有する。Ｒ３０２、３０４
として示される、リソースエレメントのうちのいくつかは、ダウンリンク基準信号（ＤＬ
－ＲＳ）を含む。ＤＬ－ＲＳは、セル固有のＲＳ（ＣＲＳ）（また共通ＲＳとも呼ばれる
）３０２、およびＵＥ固有のＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）３０４を含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対
応する物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical downlink shared channel
）がマッピングされたリソースブロックのみで送信される。各リソースエレメントによっ
て搬送されるビット数は、変調スキームに依存する。そのため、ＵＥが受信するリソース
ブロックが多いほど、また変調スキームが高度であるほど、ＵＥのためのデータレートは
高くなる。
【００２６】
　[0039]　図４は、ＬＴＥにおけるアップリンクフレーム構造の例を示す図４００である
。アップリンクのために利用可能なリソースブロックは、データ部および制御部に分割さ
れうる制御部は、システム帯域幅の両端に形成され、設定可能なサイズを有しうる。制御
部のリソースブロックは、制御情報の送信のためにＵＥに割り当てられうる。データ部は
、制御部に含まれないすべてのリソースブロックを含みうる。アップリンクフレーム構造
は、単一のＵＥにデータ部における連続するサブキャリアのすべてが割り当てられること
を可能にしうる、連続するサブキャリアを含むデータ部をもたらす。
【００２７】
　[0040]　ＵＥは、ｅノードＢに制御情報を送信するために、制御部におけるリソースブ
ロック４１０ａ、４１０ｂを割り当てられうる。ＵＥはまた、ｅノードＢにデータを送信
するために、データ部におけるリソースブロック４２０ａ、４２０ｂを割り当てられうる
。ＵＥは、制御部において割り当てられたリソースブロックにおける、物理アップリンク
制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：physical uplink control channel）で、制御情報を送信し
うる。ＵＥは、データ部における割り当てられたリソースブロック上の物理上りリンク共
有チャネル（ＰＵＳＣＨ）において、データのみ、またはデータおよび制御情報の両方を
送信しうる。アップリンク送信は、サブフレームの両スロットにわたり、周波数にわたっ
てホッピングしうる。
【００２８】
　[0041]　リソースブロックのセットは、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）
４３０において、初期システムアクセスを行い、アップリンク同期を達成するために使用
されうる。ＰＲＡＣＨ ４３０は、ランダムシーケンスを搬送するが、任意のアップリン
クデータ／シグナリングを搬送することはできない。各ランダムアクセスプリアンブルは
、連続する６個のリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。始めの周波数は、ネッ
トワークによって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、ある
特定の時間および周波数リソースに限られる。ＰＲＡＣＨのためにホッピングする周波数
はない。ＰＲＡＣＨの試みは、単一のサブフレーム（１ ｍｓ）において、またはいくつ
かの近接するサブフレームのシーケンスにおいて搬送され、ＵＥは、１フレーム（１０ 
ｍｓ）ごとに１つのみのＰＲＡＣＨの試みを行いうる。
【００２９】
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　[0042]　図５は、ＬＴＥにおけるユーザおよび制御プレーンのための無線プロトコルア
ーキテクチャの例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアー
キテクチャは、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３の３つの層で表示される。レイヤ１
（Ｌ１レイヤ）は、最下位のレイヤであり、様々な物理レイヤの信号処理機能を実装する
。Ｌ１レイヤは、本明細書では、物理レイヤ５０６と呼ばれる。レイヤ２（Ｌ２レイヤ）
５０８は、物理レイヤ５０６よりも上位であり、物理レイヤ５０６を介したＵＥとｅノー
ドＢとの間のリンクを担う。
【００３０】
　[0043]　ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）サブ
レイヤ５１０、無線リンク制御（ＲＬＣ）サブレイヤ５１２、およびパケットデータコン
バージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）５１４サブレイヤを含み、それらは、ネットワーク
側のｅノードＢで終端する。図示されないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウ
ェイ１１８で終端するネットワークレイヤ（例えば、ＩＰレイヤ）、および接続の他端（
たとえば、遠端のＵＥ、サーバ、等）で終端するアプリケーションレイヤを含む、Ｌ２レ
イヤ５０８よりも上の、いくつかの上位レイヤを有すしうる。
【００３１】
　[0044]　ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間の多重
化を提供する。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信のオーバーヘッドを低減する
ために、上位レイヤのデータパケットに対するヘッダの圧縮、データパケットを暗号化す
ることによるセキュリティ、およびｅノードＢ間でのＵＥのハンドオーバーのサポートを
提供する。ＲＬＣサブレイヤ５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーション
およびリアセンブリと、損失データパケットの再送、およびハイブリッド自動再送要求（
ＨＡＲＱ）による、異常がある受信（out-of-order reception）を補償するためのデータ
パケットの並び替えを提供する。ＭＡＣサブレイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポ
ートチャネルとの間の多重化を提供する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、１つのセルに
おける様々な無線リソース（たとえば、リソースブロック）のＵＥ間での割り当てを担当
する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＨＡＲＱ動作を担当する。
【００３２】
　[0045]　制御プレーンにおいて、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテク
チャは、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないという点を除き、物理レイヤ５０６
およびＬ２レイヤ５０８の場合と実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（
Ｌ３レイヤ）における無線リソース制御（ＲＲＣ）サブレイヤ５１６を含む。ＲＲＣサブ
レイヤ５１６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得すること、およびｅノー
ドＢとＵＥとの間でＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することを担当する
。
【００３３】
　[0046]　図６は、アクセスネットワークにおいてＵＥ ６５０と通信するｅノードＢ ６
１０のブロック図である。ダウンリンクでは、コアネットワークから、上位レイヤのパケ
ットが、コントローラ／プロセッサ６７５に提供される。コントローラ／プロセッサ６７
５は、Ｌ２レイヤの機能を実装する。ダウンリンクにおいて、コントローラ／プロセッサ
６７５は、ヘッダの圧縮、暗号化、パケットのセグメンテーションおよび並び替え、論理
チャネルとトランスポートチャネルとの間での多重化、様々な優先順位メトリックに基づ
いたＵＥ ６５０に対する無線リソースの割り当てを提供する。コントローラ／プロセッ
サ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作、損失パケットの再送、ＵＥ ６５０へのシグナリングを
担当する。
【００３４】
　[0047]　ＴＸプロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のための様々
な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ ６５０における前方誤り訂正（ＦＥ
Ｃ）を容易にするようにコード化およびインターリーブすること、および様々な変調スキ
ーム（例えば、２相位相変調（ＢＰＳＫ）、４相位相変調（ＱＰＳＫ）、Ｍ相位相変調（
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Ｍ－ＰＳＫ）、Ｍ値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ））に基づいて信号コンステレーションに
マッピングすることを含む。符号化された、および変調されたシンボルは、その後並行な
ストリームに分けられる。各ストリームは、その後、ＯＦＤＭサブキャリアにマッピング
され、時間領域および／または周波数領域において基準信号（たとえば、パイロット）と
ともに多重化され、そして、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を使用してともに合成され
、時間領域のＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルが作成される。ＯＦＤ
Ｍストリームは、複数の空間ストリームを作成するために空間的にプリコーディングされ
る。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値が、コード化および変調スキームを判断
するために、ならびに空間処理のために、使用されうる。チャネル推定値は、ＵＥ ６５
０によって送信された基準信号および／またはチャネル状況のフィードバックから導出さ
れうる。各空間ストリームは次に、別個の送信機６１８ ＴＸを介して異なるアンテナ６
２０に提供される。各送信機６１８ ＴＸは、送信するためにそれぞれの空間ストリーム
を用いてＲＦキャリアを変調する。
【００３５】
　[0048]　ＵＥ ６５０において、各受信機６５４ ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ６５
２を通じて、信号を受信する。各受信機６５４ ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情
報を復元し、受信機（ＲＸ）プロセッサ６５６にその情報を提供する。ＲＸプロセッサ６
５６はＬ１レイヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ ６
５０に宛てられた任意の空間ストリームを復元するために、その情報に空間処理を行う。
複数の空間ストリームがＵＥ ６５０に宛てられている場合、それらは、ＲＸプロセッサ
６５６により単一のＯＦＤＭシンボルストリームに組み合わせられうる。ＲＸプロセッサ
６５６は次に、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用して、そのＯＦＤＭシンボルストリー
ムを時間ドメインから周波数ドメインへと変換する。周波数ドメイン信号は、ＯＦＤＭ信
号の各サブキャリアに対する別個のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリ
アにおけるシンボル、および基準信号は、ｅノードＢ ６１０によって送信された最もあ
りそうな信号コンステレーションポイントを判断することによって、復元および復調され
る。これらの軟判定は、チャネル推定器６５８によって計算されたチャネル推定値に基づ
きうる。これらの軟判定は次に、物理チャネルにおいてｅノードＢ ６１０により元々送
信されたデータおよび制御信号を復元するために、復号およびデインターリーブされる（
deinterleaved）。データおよび制御信号は次に、コントローラ／プロセッサ６５９に提
供される。
【００３６】
　[0049]　コントローラ／プロセッサ６５９は、Ｌ２レイヤを実装する。コントローラ／
プロセッサは、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ６６０に関連付けられう
る。メモリ６６０は、コンピュータ読取可能媒体と呼ばれうる。アップリンクでは、コン
トローラ／プロセッサ６５９は、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間でのデマ
ルチプレクシング（demultiplexing）、パケットのリアセンブリ（reassembly）、解読、
ヘッダの圧縮解除、制御信号処理を提供し、コアネットワークからの上位レイヤパケット
を復元する。上位レイヤパケットは次に、データシンク６６２に提供され、それは、Ｌ２
レイヤより上位のすべてのプロトコルレイヤを表す。様々な制御信号もまた、Ｌ３処理の
ために、データシンク６６２に提供されうる。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、
ＨＡＲＱ動作をサポートするために、肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡ
ＣＫ）プロトコルを使用して誤り検出を担当する。
【００３７】
　[0050]　アップリンクでは、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９
に上位レイヤパケットを提供するために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤ
より上位のすべてのプロトコルレイヤを表す。ｅノードＢ ６１０によるダウンリンク送
信に関連して説明された機能と同様に、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダの圧
縮、暗号化（ciphering）、パケットのセグメンテーションおよび並び替え、並びにｅノ
ードＢ ６１０による無線リソースの割り当てに基づいた論理チャネルとトランスポート
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チャネルとの間での多重化を提供することにより、ユーザプレーンおよび制御プレーンの
ためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作、
損失パケットの再送、ｅノードＢ ６１０へのシグナリングを担当する。
【００３８】
　[0051]　ｅＮＢ ６１０によって送信された基準信号またはフィードバックからチャネ
ル推定器６５８によって導出されたチャネル推定値は、適切な符号化および変調スキーム
を選択し、空間処理を容易にするために、ＴＸプロセッサ６６８によって使用されうるＴ
Ｘプロセッサ６６８によって生成された空間ストリームは、別個の送信機６５４ ＴＸを
介して異なるアンテナ６５２に提供される。各送信機６５４ ＴＸは、ＲＦキャリアを、
送信のためにそれぞれの空間ストリームで変調する。
【００３９】
　[0052]　アップリンク送信は、ＵＥ ６５０における受信機機能に関連して説明された
ものと同様の手法で、ｅノードＢ ６１０において処理される。それぞれの受信機６１８ 
ＲＸは、その各アンテナ６２０を通じて、信号を受信する。各受信機６１８ ＲＸは、Ｒ
Ｆキャリア上に変調された情報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を提供する。ＲＸ
プロセッサ６７０は、Ｌ１レイヤを実装しうる。
【００４０】
　[0053]　コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤを実装する。コントローラ／
プロセッサ６７５は、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ６７６に関係付け
られうる。メモリ６７６は、コンピュータ読取可能な媒体と呼ばれうる。アップリンクで
は、コントローラ／プロセッサ６７５は、ＵＥ ６５０からの上位レイヤパケットを復元
するために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間でのデマルチプレクシング、
パケットのリアセンブリ、解読、ヘッダの圧縮解除、制御信号処理を提供する。コントロ
ーラ／プロセッサ６７５からの上位レイヤパケットは、コアネットワークに提供されうる
。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために、ＡＣＫ
および／またはＮＡＣＫプロトコルを使用して誤り検出を担当する。
【００４１】
［ワイヤレス通信システムのためのＭＰＲを判断すること］
　[0054]　３ＧＰＰ規格のようなワイヤレス通信規格は、指定された信号品質値および／
または帯域外（ＯＯＢ：out of band）放射値（emissions value）を満たすように、それ
の最大出力電力をより低くするために、ユーザ機器（ＵＥ）への最大電力低減（ＭＰＲ）
値を定義する。通常のシステムでは、最大電力低減値は、変調スキーム、チャネル帯域幅
、および送信帯域幅（例えば、送信されたリソースブロックの数）の機能である。
【００４２】
　[0055]　いくつかの場合には、３ＧＰＰ規格は、不連続クラスタ（noncontiguous clus
ters）を介してワイヤレス通信を指定する。ＬＴＥネットワークのような、いくつかのネ
ットワークにおける不連続クラスタの送信は、増大した帯域外放射のために、隣接した周
波数チャネルにおける干渉を引き起こしうる。いくつかの場合には、増大した帯域外放射
は、送信機電力増幅器の非線形性（non-linearity）に起因して、相互変調歪みによって
引き起こされうる。ＬＴＥネットワークのようないくつかのネットワークでは、帯域外放
射は、第１のスペクトル放射マスク（ＳＥＭ：spectrum emission mask）、第２のスペク
トル放射マスク、および隣接チャネル漏出比（adjacent channel leakage ratio）を使用
して定義される。
【００４３】
　[0056]　スプリアス放射は、送信のために使用される帯域幅外で発生し、例えば、高調
波放射（harmonic emissions）および／または相互変調積のような様々な非理想的な効果
によって引き起こされる。相互変調歪みに起因する帯域外放射およびスプリアス放射はど
ちらも、特定の周波数で生成される。特定の周波数は、クラスタ分離（cluster separati
on）に依存する。クラスタ間の周波数分離が増大するにつれて、相互変調歪みの広がりが
増大し、指定された最大電力低減が増大する（例えば、厳しく規定される）。
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【００４４】
　[0057]　通常の増幅器は、望ましくない相互変調歪みを作成しうる非線形（non-linear
）デバイスである。相互変調歪み積は、２ Ｆ１－Ｆ２または３ Ｆ１－２ Ｆ２のように
、周波数の和および差の倍数において、クラスタ周波数Ｆ１およびＦ２の和および差を含
みうる。いくつかの場合には、相互変調積の次数（order）は、相互変調積においてクラ
スタ周波数Ｆ１およびＦ２を乗算するために使用される定数を加えることによって計算さ
れうる。１つの構成では、（２ Ｆ１－Ｆ２）は、３次相互変調積であり、（３ Ｆ１－２
Ｆ ）は、５次変調積である。
【００４５】
　[0058]　３ＧＰＰ規格のようなワイヤレス通信規格は、マルチクラスタ波形（multi-cl
uster waveforms）に関する動的なリソースブロックの総数に基づいて、最大電力低減値
を判断する。いくつかの場合には、動的なリソースブロックの数が低減される場合に、最
大電力低減値が増大する。通常のネットワークでは、最大電力低減は、ＵＥによって増大
した電力低減に起因して、ネットワークパフォーマンスを悪化させうる。
【００４６】
　[0059]　本開示の態様は、送信されるべきリソースブロックの数および追加の基準に基
づいて、最大電力低減を定義する。１つの構成では、最大電力低減は、マルチクラスタに
よって作り出された３次および５次積のロケーションを推定するための式を使用して判断
される。式は、クラスタのリソースブロックごとの、ギャップ情報、エッジ情報、および
均衡情報（balance information）から成る。本開示の態様に基づいて、ＵＥによる不要
な電力低減が軽減され、ＵＥスループットおよびネットワーク容量が改善される。
【００４７】
　[0060]　図７は、２つのクラスタＦ１、Ｆ２のスペクトル７００を示す。図７はさらに
、２つのクラスタＦ１、Ｆ２に関連付けられた、３次相互変調歪み積７０２および５次相
互変調歪み積７０４を図示する。３次変調相互変調歪み積７０２および５次相互変調歪み
積７０４の位置は、２つのクラスタＦ１、Ｆ２の中心周波数の関数（function）として示
される。例えば、３次相互変調歪み積７０２の中心周波数は、一般に、２ Ｆ１－２ Ｆ２
および２ Ｆ２－Ｆ１である。５次相互変調歪み積７０４の中心周波数は、一般に、３ Ｆ
１－２ Ｆ２および３ Ｆ２－２ Ｆ１である。
【００４８】
　[0061]　本開示の態様は、それらのギャップおよび帯域幅の予測を含む、３次および５
次相互変調歪み積のロケーションの改善された予測を提供する。図８は、２つのクラスタ
８００、８００’の位置を示す。図８はさらに、関連付けられた３次相互変調歪み積８０
２、８０２’および５次相互変調歪み積８０４、８０４’を図示する。１つの構成では、
３次相互変調歪み積８０２、８０２’および５次相互変調歪み積８０４、８０４’の位置
は、関連付けられたクラスタ８００、８００’の帯域幅境界に基づいて判断される。１つ
の構成では、第１（より低い周波数）のクラスタ８００の下部境界は、第１のクラスタ開
始インデックス（first cluster start index）（Ｆ１＿ＳＴ）によって表され、第１の
クラスタ８００の上部境界は、第１のクラスタ停止インデックス（first cluster stop i
ndex）（Ｆ１＿ＳＰ）によって表される。加えて、本構成では、第２（より高い周波数）
のクラスタ８００’の下部境界は、第２のクラスタ開始インデックス（Ｆ２＿ＳＴ）によ
って表され、第２のクラスタ８００’の上部境界は、第２のクラスタ停止インデックス（
second cluster stop index）（Ｆ２＿ＳＰ）によって表される。
【００４９】
　[0062]　本開示の態様に従って、より低い３次相互変調歪み積（lower third order in
termodulation distortion product）８０２の下部境界は、インデックス（３Ｌ＿ＳＴ）
によって表わされ、より低い３次相互変調歪み積８０２の上部境界は、インデックス（３
Ｌ＿ＳＰ）によって表される。加えて、本構成では、より低い５次相互変調歪み積８０４
の下部境界は、インデックス（５Ｌ＿ＳＴ）によって表わされ、より低い５次相互変調歪
み積８０４の上部境界は、インデックス（５Ｌ＿ＳＰ）によって表される。さらに、本構
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成では、より高い３次相互変調歪み積８０２’の下部境界は、インデックス（３Ｈ＿ＳＴ
）によって表わされ、より高い３次相互変調歪み積８０２’の上部境界は、インデックス
（３Ｈ＿ＳＰ）によって表される。さらに、本構成では、より高い５次相互変調歪み積８
０４’の下部境界は、インデックス（５Ｈ＿ＳＴ）によって表わされ、より高い５次相互
変調歪み積８０４’の上部境界は、インデックス（５Ｈ＿ＳＰ）によって表される。最終
的に、本構成では、３次相互変調および５次相互変調歪み積の境界位置を定義する周波数
オフセット値が、下記の式によって予測される。
【００５０】
　[0063]　３Ｌ＿ＳＴ＝２×Ｆ１＿ＳＴ－Ｆ２＿ＳＰ　　　　　　（１）
　[0064]　３Ｌ＿ＳＰ＝２（Ｆ１＿ＳＰ＋１）－Ｆ２＿ＳＴ　　　（２）
　[0065]　５Ｌ＿ＳＴ＝２×３Ｌ＿ＳＴ－Ｆ１＿ＳＰ　　　　　　（３）
　[0066]　５Ｌ＿ＳＰ＝２×３Ｌ＿ＳＰ－Ｆ１＿ＳＴ　　　　　　（４）
　[0067]　３Ｈ＿ＳＴ＝２×Ｆ２＿ＳＰ－Ｆ１＿ＳＴ　　　　　　（５）
　[0068]　３Ｈ＿ＳＰ＝２×Ｆ２＿ＳＴ－（Ｆ１＿ＳＰ＋１）　　（６）
　[0069]　５Ｈ＿ＳＰ＝２×３Ｈ＿ＳＰ－Ｆ２＿ＳＴ　　　　　　（７）
　[0070]　５Ｌ＿ＳＰ＝２×３Ｈ＿ＳＴ－Ｆ２＿ＳＰ　　　　　　（８）
　[0071]　本開示の態様に従って、式１－８を使用して、３次および５次相互変調歪み積
のスペクトル位置を定義する周波数オフセット値を計算した後、スペクトル位置は、計算
された周波数オフセットを使用して、スペクトル領域インデックスにマッピングされる。
スペクトル領域インデックス境界は、送信されているリソースブロックの数に依存して変
化しうる。図９は、本開示の態様に従った、スペクトル放射マスク（spectrum emission 
mask）のためのリソースブロック（ＲＢ）インデックスへの周波数マッピングを図示する
。
【００５１】
　[0072]　１つの構成では、図９に示されるように、領域インデックス値は、スペクトル
放射マスク９０２内の周波数オフセットに基づきうる。この構成では、５つの領域（１－
５）が、チャネル９０４のそれぞれの側で定義される。チャネル９０４は、２０ＭＨｚチ
ャネルでありうる。図９で示されるように、チャネル９０４は、領域０である。ＲＢイン
デックスに基づいて、チャネル９０４のためのＲＢインデックスは、１ ＲＢから始まり
、チャネル帯域幅に依存して１００ ＲＢまで増大しうる。１つの構成では、周波数に基
づいて、また、チャネル９０４のためのチャネル帯域幅が２０ＭＨｚ（－１０ＭＨｚから
１０ＭＨｚまで）であると仮定すると、第１のＲＢは、中心周波数より９ＭＨｚ低い、ｆ
ｃ－９ＭＨｚで始まり、最後の１００のＲＢインデックスは、中心周波数より９ＭＨｚ高
い、ｆｃ＋９ＭＨｚである。
【００５２】
　[0073]　さらに別の構成では、電力増幅の器非線形性は、例えば較正（calibration）
中に判断されうる。非線形性の量（amount of non-linearity）はその後、ＭＰＲ判断へ
の計算の要素にされうる。
【００５３】
　[0074]　本開示の１つの態様に従って、相互変調歪み積ごとの領域インデックス値は、
３次積の外側のスペクトル境界（outer spectral boundaries）（３Ｌ＿ＳＴおよび３Ｈ
＿ＳＰ）、および５次積の外側のスペクトル境界（５Ｌ＿ＳＴおよび５Ｈ＿ＳＰ）の計算
に基づいて判断される。例えば、図９に示されるように、より低い３次相互変調歪み積（
３Ｌ＿ＳＴ）の外側の境界の計算された周波数オフセットは、－１５ＭＨｚと－１１ＭＨ
ｚとの間である場合、より低い３次相互変調歪み積の領域インデックスは、２である。別
の方法で記載すると、ＲＢインデックスに基づいて、より低い３次相互変調歪み積（３Ｌ
＿ＳＴ）が－３３から－１０ＲＢまでの間である場合、領域インデックスは、２である。
【００５４】
　[0075]　本構成は、それぞれの相互変調積の外側の境界に関して説明されるが、本開示
の態様はまた、相互変調歪み積の中心周波数または内部境界（inner boundaries）に基づ
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いて領域境界を割り当てることが意図されるものである。各領域の境界は、例えば、送信
されたリソースブロックの数に依存して変化しうる。１つの構成では、ＲＢの観点から領
域の境界が固定される。さらに、信号は、変数Ｆ１＿ＳＴおよびＦ１＿ＳＰ、またはＦ２
＿ＳＴおよびＦ２＿ＳＰによって定義される。これらの信号ごとの帯域幅は、変数に割り
当てられた値に組み込まれる。これらの変数は、３次および５次の、より低いおよびより
高い周波数を定義する、式１－８において使用される。３次および５次の、より低いおよ
びより高い周波数は次に、固定された領域と比較される。
【００５５】
　[0076]　図１０は、例示的な領域インデックスの組み合わせおよび指定されたバックオ
フの最大値を示す。表１０００を参照すると、本開示の態様に従って、特定の最大電力低
減１００２は、異なる領域インデックスの組み合わせのリストにおける組み合わせごとに
（ｄＢで）リスト化される。第１カラム１００４は、より低い５次相互変調積に対応する
領域インデックスを表し、第２カラム１００６は、より低い３次相互変調歪み積に対応す
る領域インデックスを表し、第３カラム１００８は、より高い３次相互変調歪み積に対応
する領域インデックスを表し、第４カラム１０１０は、より高い５次相互変調歪み積に対
応する領域インデックスを表す。例えば、３－０－３－３の領域インデックスの組み合わ
せを用いた相互変調歪み積を有する波形は、２．５７ｄＢの電力バックオフを割り当てら
れうる。
【００５６】
　[0077]　同じ領域インデックスを有する、ＵＥによって送信される波形に関する電力バ
ックオフは、同一ではない可能性がある。例えば、最大電力低減と指定されたバックオフ
との間の誤りは、リソースブロック比に依存して２ｄＢと５ｄＢとの間であり、エッジ（
edge）から離れており、および／またはクラスタ間の分離でありうる。上記の誤りを低減
するために、追加のルール（すなわち、マッピング）は、クラスタ間の不均衡なリソース
ブロック比を有する２つのクラスタ送信に関して最大電力低減を定義することを指定され
うる。
【００５７】
　[0078]　追加のルール（すなわち、図１０とは異なるマッピング）は、図１１で示され
るような、不均衡なクラスタ１１０２、１１０４に適用されうる。組み合わせられた合計
２０個のリソースブロックを搬送する２つのクラスタについて、リソースブロック比が１
：１９と４：１６との間である場合に、追加のルールが適用されうる。すなわち、不均衡
なクラスタ１１０２、１１０４のための追加のルールは、不均衡なクラスタ１１０２のう
ちの１つが、両方のクラスタの合計２０個のリソースブロックの中から、５個よりも少な
いリソースブロックを有する場合に適用されうる。１つの構成では、システムへの改善が
、２０個よりも少ないリソースブロックを有するクラスタに関して達成されない可能性が
あるため、ルールは、２０個またはそれ以上のリソースブロックを有するクラスタにのみ
適用されうる。もちろん、本開示の態様は、２０個またはそれ以上のリソースブロックを
有するクラスタに限定されない。
【００５８】
　[0079]　本開示の態様に従って、均衡なおよび不均衡なクラスタのためのリソースブロ
ック（ＲＢ）の総数に依存する、適用された最大電力低減を定義する方法が、図１２を参
照して説明される。ブロック１２０２では、ｅノードＢは、ＵＥのためのマルチクラスタ
アップリンク送信をスケジューリングする。１つの構成では、マルチクラスタアップリン
ク送信は、２つのクラスタのアップリンク送信であり、変調および符号化方式（ＭＣＳ）
は、ＱＰＳＫであり、総帯域幅は、２０ＭＨｚである。ブロック１２０４では、ＵＥは、
送信されるべきリソースブロックのために、３次および５次相互変調歪み積の位置を計算
する。さらに、ブロック１２０６では、ＵＥは、リソースブロックの総数が２０個よりも
少ないかどうかを判断する。リソースブロックの総数が２０個よりも少ない場合、ＵＥは
、ブロック１２０８において、３次および５次相互変調歪み積の計算された位置に基づい
て、領域インデックスを定義し、またブロック１２１０において、領域インデックスに基
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づいて、最大電力低減を定義する。
【００５９】
　[0080]　１つの構成では、リソースブロックの総数が２０個以上である場合、ＵＥは次
に、ブロック１２１２において、２つのクラスタのうちの１つが４個よりも少ないリソー
スブロックを有するかどうかを判断する。２つのクラスタのどちらも４個よりも少ないリ
ソースブロックも有していない場合、ＵＥは、ブロック１２１４において、３次および５
次相互変調歪み積の計算された位置に基づいて、領域インデックスを定義し、ブロック１
２１６において、領域インデックスに基づいて最大電力低減を定義する。２つのクラスタ
のうちの１つが４個よりも少ないリソースブロックを有する場合、ＵＥは、ブロック１２
１８において、不均衡なクラスタのための上記のルールに基づいて、領域インデックスを
判断し、ブロック１２２０において、領域インデックスに基づいて最大電力低減を定義す
る。
【００６０】
　[0081]　図１３は、本開示の態様に従ったワイヤレス通信の方法１３００を示す。ブロ
ック１３０２では、ＵＥは、マルチクラスタ送信のための３次および５次相互変調歪み積
のスペクトル位置を判断する。判断された位置はまた、相互変調歪み積に関するギャップ
および帯域幅を含みうる。ブロック１３０４では、ＵＥは、対応するスペクトル領域に周
波数およびリソースブロックのスペクトル位置をマッピングする。ＵＥはまた、相互変調
歪み積に関するギャップおよび帯域幅のスペクトル位置をマッピングしうる。ブロック１
３０６では、ＵＥは、対応するスペクトル領域に基づいて、マルチクラスタ送信の最大電
力低減値を判断する。
【００６１】
　[0082]　図１４は、本開示の態様に従ったワイヤレス通信の方法１４００を示す。ブロ
ック１４０２では、ＵＥは、相互変調歪み積のギャップおよび帯域幅の位置を含むマルチ
クラスタ送信のために、３次および５次相互変調歪み積のスペクトル位置の判断を判断す
る。ＵＥはまた、マルチクラスタ送信のためのギャップおよび帯域幅の位置を判断しうる
。ブロック１４０４では、ＵＥは、対応するスペクトル領域に周波数およびリソースブロ
ックのスペクトルの位置をマッピングする。ブロック１４０６では、ＵＥは、対応するス
ペクトル領域、ギャップ情報、エッジ情報、均衡情報、および／または送信されるべきリ
ソースブロックの数に基づいて、マルチクラスタ送信の最大電力低減値を判断する。
【００６２】
　[0083]　図１５は、本開示の１つの態様に従った、電力制御システム１５１５を用いる
装置１５００のためのハードウェア実装の例を示す図である。制御システム１５１５は、
バス１５２４によって一般に表される、バスアーキテクチャを用いて実装されうる。バス
１５２４は、電力制御システム１５１５の特定のアプリケーションおよび全体的な設計の
制約に依存して、任意の数の相互接続バスおよびブリッジを含みうる。バス１５２４は、
プロセッサ１５２６ 、第１の判断モジュール１５０２、マッピングモジュール１５０４
、第２の判断モジュール１５０６、およびコンピュータ読取可能な媒体１５２８によって
表される１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールを含む、様
々な回路を共にリンクさせる。バス１５２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧
レギュレータ、および電力管理回路のような様々な他の回路とリンクすることができ、こ
れらは、当該技術分野で周知であるので、これ以上説明されない。
【００６３】
　[0084]　装置１５００は、トランシーバ１５２２と結合された電力制御システム１５１
５を含む。トランシーバ１５２２は、１つまたは複数のアンテナ１５２０に結合される。
トランシーバ１５２２は、送信媒体を通して様々な他の装置と通信する。電力制御システ
ム１５１５は、コンピュータ読取可能な媒体１５２８に結合されるプロセッサ１５２６を
含む。プロセッサ１５２６は、コンピュータ読取可能な媒体１５２８に記憶されたソフト
ウェアの実行を含む、一般的な処理を担当する。このソフトウェアは、プロセッサ１５２
６によって実行されると、いずれかの特定の装置に関して上述された様々な機能を電力制
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御システム１５１５に行わせる。コンピュータ読取可能な媒体１５２８はまた、ソフトウ
ェアを実行する場合、プロセッサ１５２６によって操作されるデータを記憶するために使
用されうる。
【００６４】
　[0085]　電力制御システム１５１５はさらに、マルチクラスタ送信のための相互変調歪
み積のスペクトル位置を判断する、第１の判断モジュール１５０２を含む。第１の判断モ
ジュール１５０２は、プロセッサ１５２６からの相互変調歪み積を受信する。電力制御シ
ステム１５１５はまた、スペクトル領域に対応するスペクトル位置をマッピングする、マ
ッピングモジュール１５０４を含む。マッピングモジュール１５０４は、第２の判断モジ
ュール１５０６にスペクトル位置を転送（forwards）する。第２の判断モジュール１５０
６は、対応するスペクトル領域に基づいて、マルチクラスタ送信の最大電力低減値を判断
する。１つの構成では、第１の判断モジュール１５０２および第２の判断モジュール１５
０６は、単一のモジュール（図示されない）でありうる。追加として、第１の判断モジュ
ール１５０２、マッピングモジュール１５０４、および第２の判断モジュール１５０６は
、プロセッサ１５２６において稼働し、コンピュータ読取可能な媒体１５２８に内在し／
記憶されたソフトウェアモジュール、プロセッサ１５２６に結合された１つまたは複数の
ハードウェアモジュール、またはそれらのいくつかの組み合わせでありうる。電力制御シ
ステム１５１５は、例えば図６で示されるような、ＵＥ ６５０のコンポーネントであり
、メモリ６６０および／またはコントローラ／プロセッサ６５９を含みうる。
【００６５】
　[0086]　１つの構成では、ワイヤレス通信のために構成された装置１５００は、判断す
るための手段を含む。判断する手段は、判断するための手段によって記載される機能を行
うように構成される、第１の判断モジュール１５０２、第２の判断モジュール１５０６、
電力制御システム１５１５、コントローラ／プロセッサ６５９、および／またはメモリ６
６０を含みうる。別の構成において、判断する手段は、判断する手段によって記載された
機能を実行するように構成された任意のモジュールまたは任意の装置でありうる。
【００６６】
　[0087]　１つの態様において、ワイヤレス通信のための装置１５００は、マッピングの
ための手段を含む。マッピングする手段は、マッピングする手段によって記載される機能
を行うように構成される、マッピングモジュール１５０４、電力制御システム１５１５、
コントローラ／プロセッサ６５９、および／またはメモリ６００を含みうる。別の態様に
おいて、マッピングする手段は、マッピングする手段によって記載された機能を行うよう
に構成された任意のモジュールまたは任意の装置でありうる。
【００６７】
　[0088]　上記の例は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムにおいて実装される態様を説明する
。しかしながら、本開示の範囲は、それに限定されるものではない。様々な態様は、例え
ば、ＣＤＭＡシステム、ＴＤＭＡシステム、ＦＤＭＡシステム、およびＯＦＤＭＡシステ
ムに含まれる任意の様々な通信プロトコルを用いるものであるが、それらに制限されない
、他の通信システムで使用するために適合されうる。
【００６８】
　[0089]　当業者はさらに、本明細書の開示に関連して説明される様々な説明のための論
理ブロック、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップが電子ハードウェア、コン
ピュータソフトウェアまたは両方の組み合わせとして実装されうることを理解するだろう
。ハードウェアおよびソフトウェアの互換性を明確に例示するために、様々な説明のため
のコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、一般にそれらの機
能の観点から上記で説明されている。このような機能が、ハードウェアとして実装される
か、あるいはソフトウェアとして実装されるかは、特定のアプリケーションおよびシステ
ム全体に課された設計制約に依存する。当業者は、特定のアプリケーションごとに、説明
された機能を様々な方法で実装しうるが、このような実装の決定は、本開示の範囲からの
逸脱を引き起こすとして解釈されるべきではない。
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【００６９】
　[0090]　本明細書の開示に関連して説明された様々な説明のための論理ブロック、モジ
ュール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途
向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または
他のプログラマブル論理デバイス、離散ゲートまたはトランジスタロジック、離散ハード
ウェアコンポーネント、あるいは本明細書に説明された機能を実行するように設計された
それら任意の組み合わせを用いて実装または実行されうる。汎用プロセッサはマイクロプ
ロセッサでありうるが、代替として、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントロー
ラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンでありうる。プロセッサはまた、例え
ば、ＤＳＰおよびマイクロプロセッサ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連動し
た１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成の組み合わせ
などの、コンピューティングデバイスの組み合わせとして実装されうる。
【００７０】
　[0091]　本明細書の開示に関して示される方法またはアルゴリズムのステップは、直接
的にハードウェアに、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールに、または
これら二つの組み合わせにおいて具現化されうる。ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭメ
モリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジ
スタ、ハードディスク、リムーバルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当該技術分野におい
て周知である任意の他の形状の記憶媒体内に存在しうる。例示的な記憶媒体は、プロセッ
サが記憶媒体から情報を読み出し、記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロ
セッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに統合されうる。プロセッサお
よび記憶媒体は、ＡＳＩＣに存在しうる。ＡＳＩＣは、ユーザ端末内に存在しうる。代替
として、プロセッサおよび記憶媒体は、離散コンポーネントとしてユーザ端末内に存在し
うる。
【００７１】
　[0092]　１つまたは複数の例示的な設計では、説明された機能は、ハードウェア、ソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせで実装されうる。ソフトウ
ェアで実装される場合、これらの機能は、コンピュータ読取可能な媒体上で、１つまたは
複数の命令またはコードとして送信または記憶されうる。コンピュータ読取可能な媒体は
、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含
む通信媒体およびコンピュータ記憶媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用または専用コン
ピュータによってアクセスされうる任意の利用可能な媒体でありうる。例として、また限
定されないが、このようなコンピュータ読取可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯ
Ｍ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光学ディスクストレージ、磁気ディスクストレージ、または
他の磁気ストレージデバイス、あるいは、命令またはデータストラクチャの形式において
所望のプログラムコード手段を記憶または搬送するために使用されることができる、また
、汎用または専用コンピュータ、あるいは、汎用または専用プロセッサによってアクセス
されることができる、任意の他の媒体も備えうる。また、任意の接続は、コンピュータ読
取可能な媒体と厳密には呼ばれうる。例えば、ソフトウェアが、ウェブサイト、サーバ、
あるいは同軸ケーブル、ファイバ光ケーブル、ツイストペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ
）、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用する他の遠隔
ソースから送信される場合、同軸ケーブル、ファイバ光ケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ
、また赤外線、無線、マイクロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。デ
ィスク（disk）およびディスク（disc）は、本明細書で使用される場合、コンパクトディ
スク（ＣＤ）、レーザーディスク、光ディスク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フ
ロッピーディスク、およびｂｌｕ－ｒａｙディスクを含み、ここで、ディスク（disk）は
通常、磁気的にデータを再生するが、ディスク（disc）は、レーザを用いて光学的にデー
タを再生する。上記の組み合わせもまた、コンピュータ読取可能な媒体の範囲内に含まれ
るべきである。
【００７２】
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　[0093]　本開示の先の説明は、当業者が本開示を実行または使用することを可能にする
ために提供される。本開示に対する様々な変更は、当業者には容易に明らかであり、本明
細書で定義される包括的な原理は、本開示の精神または範囲から逸脱することなく他の変
形例に適用されうる。このように、本開示は、本明細書で説明された例および設計に限定
されることは意図しておらず、本明細書に開示された原理および新規な特徴と一致する最
も広い範囲が与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　マルチクラスタ送信のための相互変調歪み積のスペクトル位置を判断することと、
　対応するスペクトル領域に前記スペクトル位置をマッピングすることと、
　前記対応するスペクトル領域に少なくとも部分的に基づいて、前記マルチクラスタ送信
の最大電力低減値を判断することと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記マッピングすることはさらに、各相互変調歪み積の少なくとも１つのギャップおよ
び帯域幅の前記スペクトル位置をマッピングすることを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記スペクトル位置の境界を判断すること
　をさらに備え、
　前記マッピングすることは、前記スペクトル位置の前記境界に少なくとも部分的に基づ
く、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記マッピングすることはさらに、周波数およびリソースブロックをマッピングするこ
とを備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記マルチクラスタ送信のために、３次相互変調歪み積または５次相互変調歪み積のう
ちの少なくとも１つに対応する前記スペクトル領域の組み合わせを判断することと、
　前記組み合わせに基づいて、前記最大電力低減値を判断することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記マルチクラスタ送信が、所定のリソースブロック比閾値に基づいて、均衡な数のリ
ソースブロックを含むかどうかを判断することと、
　前記マルチクラスタ送信が、前記均衡な数のリソースブロックを含む場合、領域インデ
ックスの第１のマッピングを使用して前記最大電力低減値を判断することと、
　前記マルチクラスタ送信が、不均衡な数のリソースブロックを含む場合、領域インデッ
クスの第２のマッピングを使用して前記最大電力低減値を判断することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記マルチクラスタ送信に関連付けられたリソースブロックの数に少なくとも部分的に
基づいて、前記スペクトル領域を定義することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　マルチクラスタ送信のための相互変調歪み積のスペクトル位置を判断し、
　対応するスペクトル領域に前記スペクトル位置をマッピングし、
　前記対応するスペクトル領域に少なくとも部分的に基づいて、前記マルチクラスタ送信
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の最大電力低減値を判断する
　ように構成される、装置。
［Ｃ９］
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、各相互変調歪み積の少なくとも１つのギャ
ップおよび帯域幅の前記スペクトル位置をマッピングするように構成される、Ｃ８に記載
の装置。
［Ｃ１０］
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、
　前記スペクトル位置の境界を判断し、
　前記スペクトル位置の前記境界に少なくとも部分的に基づいて、前記対応するスペクト
ル領域に前記スペクトル位置をマッピングする
　ように構成される、Ｃ８に記載の装置。
［Ｃ１１］
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、周波数およびリソースブロックをマッピン
グするように構成される、Ｃ１０に記載の装置。
［Ｃ１２］
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、
　前記マルチクラスタ送信のために、３次相互変調歪み積または５次相互変調歪み積のう
ちの少なくとも１つに対応する前記スペクトル領域の組み合わせを判断し、
　前記組み合わせに基づいて、前記最大電力低減値を判断する
　ように構成される、Ｃ８に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、
　前記マルチクラスタ送信が、所定のリソースブロック比閾値に基づいて、均衡な数のリ
ソースブロックを含むかどうかを判断し、
　前記マルチクラスタ送信が、前記均衡な数のリソースブロックを含む場合、領域インデ
ックスの第１のマッピングを使用して前記最大電力低減値を判断し、
　前記マルチクラスタ送信が、不均衡な数のリソースブロックを含む場合、領域インデッ
クスの第２のマッピングを使用して前記最大電力低減値を判断する
　ように構成される、Ｃ８に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記マルチクラスタ送信に関連付けられたリソー
スブロックの数に少なくとも部分的に基づいて、前記スペクトル領域を定義する、Ｃ８に
記載の装置。
［Ｃ１５］
　ワイヤレス通信のために動作可能な装置であって、
　マルチクラスタ送信のための相互変調歪み積のスペクトル位置を判断するための手段と
、
　対応するスペクトル領域に前記スペクトル位置をマッピングするための手段と、
　前記対応するスペクトル領域に少なくとも部分的に基づいて、前記マルチクラスタ送信
の最大電力低減値を判断するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ１６］
　前記スペクトル位置の境界を判断するための手段と、
　前記スペクトル位置の前記境界に少なくとも部分的に基づいて、前記対応するスペクト
ル領域に前記スペクトル位置をマッピングするための手段と
　をさらに備える、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記マルチクラスタ送信のために、３次相互変調歪み積または５次相互変調歪み積のう
ちの少なくとも１つに対応する前記スペクトル領域の組み合わせを判断するための手段と
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　前記組み合わせに基づいて、前記最大電力低減値を判断するための手段と
　をさらに備える、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１８］
　ワイヤレス通信のために動作可能なコンピュータプログラム製品であって、前記コンピ
ュータプログラム製品は、
　記憶されたプログラムコードを有する非一時的コンピュータ可読媒体
　を備え、
　前記プログラムコードは、
　マルチクラスタ送信のための相互変調歪み積のスペクトル位置を判断するためのプログ
ラムコードと、
　対応するスペクトル領域に前記スペクトル位置をマッピングするためのプログラムコー
ドと、
　前記対応するスペクトル領域に少なくとも部分的に基づいて、前記マルチクラスタ送信
の最大電力低減値を判断するためのプログラムコードと
　を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ１９］
　前記プログラムコードはさらに、
　前記スペクトル位置の境界を判断するためのプログラムコードと、
　前記スペクトル位置の前記境界に少なくとも部分的に基づいて、前記対応するスペクト
ル領域に前記スペクトル位置をマッピングするためのプログラムコードと
　を備える、Ｃ１８に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２０］
　前記プログラムコードはさらに、
　前記マルチクラスタ送信のために、３次相互変調歪み積または５次相互変調歪み積のう
ちの少なくとも１つに対応する前記スペクトル領域の組み合わせを判断するためのプログ
ラムコードと
　前記組み合わせに基づいて、前記最大電力低減値を判断するためのプログラムコードと
　を備える、Ｃ１８に記載のコンピュータプログラム製品。
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